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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第20期
第３四半期
連結累計期間

第21期
第３四半期
連結累計期間

第20期

会計期間
自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日

自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日

自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日

売上高 (千円) 23,599,830 26,754,119 51,190,446

経常利益 (千円) 1,971,706 2,986,002 1,332,989

四半期(当期)純利益 (千円) 2,020,829 1,650,373 1,666,204

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) 2,020,829 1,650,373 1,666,204

純資産額 (千円) 96,155,595 96,024,589 95,800,971

総資産額 (千円) 188,918,156 162,603,977 172,835,232

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 56.66 46.27 46.71

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 50.9 59.1 55.4

 

回次
第20期
第３四半期
連結会計期間

第21期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日

自 平成23年10月１日
至 平成23年12月31日

１株当たり四半期
純利益金額又は四半期
純損失金額(△)

(円) 9.34 △0.95

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりませ

ん。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第20期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計

基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあ

るなかで、企業収益は減少しているものの、輸出、生産、設備投資、個人消費に持ち直しの動きが見られ、景気はこ

のところ緩やかな回復基調にあります。

当社が事業展開する新築分譲マンション市場におきましては、景気低迷に伴う個人所得の減少、雇用情勢の悪

化等先行きに対する不透明感があるものの、都心近郊のマンション需要につきましては一定の需要があります。

このような環境のなか、当社はむやみに売上拡大を図ることなく、利益の見込める用地を選別して取得するこ

とに努め、都心部を中心に高品質で競争力の高い新築分譲マンションを供給してまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間における連結売上高は26,754,119千円(前年同期比13.4％増)、連結営業

利益は3,501,153千円(前年同期比22.3％増)、連結経常利益は2,986,002千円(前年同期比51.4％増)、連結四半期

純利益は1,650,373千円(前年同期比18.3％減)となりました。

自己資本につきましては、当第３四半期連結会計期間末では96,024,589千円、自己資本比率は59.1％と高い水

準になっております。
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セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

セグメントの名称

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

売上高(千円) 構成比(％)

不動産分譲事業 23,676,825 88.5

不動産賃貸事業 1,247,945 4.7

その他 1,829,349 6.8

合計 26,754,119100.0

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(不動産分譲事業)

　不動産分譲事業におきましては、売上高は23,676,825千円(前年同期比16.5％増)となりました。

 

(不動産賃貸事業)

　　　　　不動産賃貸事業におきましては、売上高は1,247,945千円(前年同期比17.8％減)となりました。

 

(その他)

　その他の事業におきましては、不動産管理事業売上高が1,659,426千円(前年同期比6.6％増)、その他付帯

事業売上高が169,922千円(前年同期比15.4％減)となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び

新たに生じた課題はありません。

 

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(4) 従業員数

　　　当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

(5) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

 

(6) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における

計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 94,000,000

計 94,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 35,784,00035,784,000
東京証券取引所
(市場第一部)

株主としての権利内容に制限
のない標準となる株式であり
単元株式数は10株であります。

計 35,784,00035,784,000― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ― 35,784,000 ― 12,499,100 ― 12,190,068

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成23年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式    115,110

―
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 35,668,3703,566,837 同上

単元未満株式 普通株式        520― 同上

発行済株式総数 35,784,000― ―

総株主の議決権 ― 3,566,837 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,320株(議決権232個)含まれておりま

す。

 

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ゴールドクレスト

東京都千代田区大手町
二丁目１番１号

115,110 ― 115,110 0.3

計 ― 115,110 ― 115,110 0.3

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日から平

成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,006,203 25,422,100

売掛金 106,492 117,714

販売用不動産 46,531,157 38,067,528

仕掛販売用不動産 72,605,153 72,929,694

その他 2,441,237 1,317,467

貸倒引当金 △292 △481

流動資産合計 147,689,950 137,854,024

固定資産

有形固定資産 23,647,065 23,633,932

無形固定資産 17,788 22,146

投資その他の資産 1,480,427 1,093,873

固定資産合計 25,145,281 24,749,953

資産合計 172,835,232 162,603,977

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,390,530 2,691,318

1年内償還予定の社債 7,000,000 －

1年内返済予定の長期借入金 1,650,000 1,750,000

未払法人税等 1,475,048 231,707

前受金 2,311,119 1,466,747

その他 1,555,505 875,578

流動負債合計 17,382,203 7,015,351

固定負債

社債 57,500,000 57,500,000

長期借入金 1,300,000 1,150,000

退職給付引当金 108,773 106,717

役員退職慰労引当金 459,576 522,745

その他 283,707 284,573

固定負債合計 59,652,057 59,564,035

負債合計 77,034,261 66,579,387

純資産の部

株主資本

資本金 12,499,100 12,499,100

資本剰余金 12,190,068 12,190,068

利益剰余金 71,320,707 71,544,326

自己株式 △208,904 △208,904

株主資本合計 95,800,971 96,024,589

純資産合計 95,800,971 96,024,589

負債純資産合計 172,835,232 162,603,977
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 23,599,830 26,754,119

売上原価 17,029,269 19,981,175

売上総利益 6,570,560 6,772,944

販売費及び一般管理費 3,708,476 3,271,791

営業利益 2,862,084 3,501,153

営業外収益

受取利息 24,298 3,409

契約収入 11,160 54,471

還付加算金 45,995 20,867

その他 26,362 37,775

営業外収益合計 107,816 116,523

営業外費用

支払利息 940,932 630,391

社債発行費 39,980 －

その他 17,281 1,283

営業外費用合計 998,193 631,674

経常利益 1,971,706 2,986,002

特別利益

固定資産売却益 1,468,660 3,941

その他 55,841 －

特別利益合計 1,524,501 3,941

特別損失

固定資産除却損 － 61,384

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,240 －

特別損失合計 6,240 61,384

税金等調整前四半期純利益 3,489,968 2,928,559

法人税、住民税及び事業税 1,747,613 926,134

法人税等調整額 △278,474 352,051

法人税等合計 1,469,139 1,278,185

少数株主損益調整前四半期純利益 2,020,829 1,650,373

四半期純利益 2,020,829 1,650,373
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,020,829 1,650,373

四半期包括利益 2,020,829 1,650,373

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,020,829 1,650,373

少数株主に係る四半期包括利益 － －

EDINET提出書類

株式会社ゴールドクレスト(E03971)

四半期報告書

11/20



【追加情報】

 

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

　１　保証債務

　当社顧客の住宅ローンに関して抵当権設定登記

完了までの間、金融機関に対して連帯債務保証を

行っております。

　一般顧客　　　　　　　　 　 6,585,397千円

 

　１　保証債務

　当社顧客の住宅ローンに関して抵当権設定登記

完了までの間、金融機関に対して連帯債務保証を

行っております。

　一般顧客　　　　　　　　　  1,186,729千円

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。
 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
 至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
 至　平成23年12月31日)

減価償却費 415,632千円 280,146千円

 

 (株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

 

１  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年５月13日
取締役会

普通株式 利益剰余金 713,377 20平成22年３月31日平成22年６月21日

平成22年10月28日
取締役会

普通株式 利益剰余金 713,377 20平成22年９月30日平成22年12月10日

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)

 

１  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年５月12日
取締役会

普通株式 利益剰余金 713,377 20平成23年３月31日平成23年６月24日

平成23年10月27日
取締役会

普通株式 利益剰余金 713,377 20平成23年９月30日平成23年12月12日

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
その他
(注)

 合計
不動産分譲
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 20,323,8281,518,77221,842,6011,757,22823,599,830

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― 82,228 82,228

計 20,323,8281,518,77221,842,6011,839,45623,682,058

セグメント利益 1,712,530886,2372,598,767262,9582,861,726

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産管理事業及びその他付帯事業を含んでお

ります。

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 2,598,767

「その他」の区分の利益 262,958

セグメント間取引消去 358

四半期連結損益計算書の営業利益 2,862,084
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当第３四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント
その他
(注)

 合計
不動産分譲
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 23,676,8251,247,94524,924,7701,829,34926,754,119

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― 24,645 24,645

計 23,676,8251,247,94524,924,7701,853,99426,778,765

セグメント利益 2,569,905703,8793,273,784227,1373,500,921

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産管理事業及びその他付帯事業を含んでお

ります。

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 3,273,784

「その他」の区分の利益 227,137

セグメント間取引消去 231

四半期連結損益計算書の営業利益 3,501,153
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 56円66銭 46円27銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 2,020,829 1,650,373

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 2,020,829 1,650,373

普通株式の期中平均株式数(株) 35,668,887 35,668,887

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。
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２ 【その他】

第21期中間配当について

平成23年10月27日開催の当社取締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された

株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

中間配当金の総額 713,377,740円

１株当たりの中間配当額 20円00銭

支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成23年12月12日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成24年２月９日

株式会社　ゴールドクレスト

取締役会　御中

 

有限責任監査法人　トーマツ  

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　猪　　瀬　　忠　　彦　　㊞

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　片　　岡　　久　　依　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ゴールドクレストの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期

連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
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監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ゴールドクレスト及び連結子会社の平成23年12月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人または業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 (注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提出会社

が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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